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人工衛星GOSATを対象とした植生アイソライン方程式に基づくLAIマップの作成





た. その中で日本政府は, 2020年までに 2005年度比 3.8%減の



















アイソライン方程式を用いる [3]. 本研究では, 植生層に依存す
る変数として LAIを選んだため, 関係式の係数は LAIを引数と
した関数として表現される ( 式 1).
図 1 植生層と土壌面による相互作用






光放射輝度 L，太陽天頂角 , 太陽照度 I を含む輝度データ
(L1B) である. LAI マップの作成アルゴリズムを図 2 に示
す. 本研究では, 東海地方における LAI の季節変動を観測
するため, 回帰日数が 3 日である GOSAT の 2013 年度にお
ける全データ 119 シーンを選定し, 東海三県を含む 500 ×
500pixel の領域を処理範囲とした. LAI の推定では, 輝度
L を反射率  に変換し, 植生アイソライン方程式に基づく
評価関数 f(LAI) = jN   a(LAI)r  D(LAI) O2(LAI)j
を設定し, 最小となる LAIをそのピクセルの LAI値に決定する.
決定された LAI を同位置の配列要素に格納し, 画像として出力
することによって LAIマップを完成する.
3 実行結果
図 3 左：衛星画像 右：LAIマップ（2013/04/05）
図 3は, 2013年 4月 5日に観測された衛星画像データとそこ
から作成された LAIマップを示したものである.
図 4 LAI領域平均値の季節変動 図 5 各画素における反射率
対象領域における LAIの季節変動を図 4に示す. 対象地域を
名古屋市, 犬山市, 茶臼山を含む 3 地域に設定し, 領域の面積は
2.5km2 とした. LAI領域平均値の季節変動をプロットしたとこ
ろ, 季節変動の一般的な傾向を確認することができた. しかし,
茶臼山の 6月は夏期にも関わらず極端に LAIが小さい. これは,
雲や大気の影響によって, 主に r が増加し, 推定される LAI値
が低下したことが原因であると考えられる. このことを確かめる
ために, 茶臼山の LAIを推定した領域の反射率を調べた (図 5).
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